
0

46 dotNET Magazine 2003 Dec.

最近、レンタルサーバーなどを利用

してWebサイトを公開する人が増えて

きていますが、多くの場合こういった

サーバーには標準機能として「掲示板」

が用意されています。レンタルサーバ

ーの多くはLinuxとかFreeBSDで動い

ているため、掲示板システムはPerlな

どのCGIで作りこまれています。

これに対し、個人でWindowsのサー

バーをレンタルしてWebサイトを構築

したり、自宅にWindowsサーバーや

Windows XPを設置してWebサイトを

公開する人も増えてきています。ただ

し、自前でサーバーを公開する場合は、

レンタルサーバーなどで用意されてい

る掲示板システムを利用することはで

きません。「自宅のサーバーでも掲示板

を利用したい」場合は、自前で掲示板

システムを作成する必要があります。

“掲示板システム”というと難しく

考えてしまいがちですが、ASP.NETを

利用すれば“誰でも手軽に”作成する

ことができます。

掲示板システムの作成に入る前に、

最低限決めておかなければならないこ

ととして、以下の2つがあります。

・掲示内容と投稿フォームを表示する

ページ

・投稿内容を保存する手段

ここでポイントとなるのは「投稿を

保存する形式」です。データベースが

利用できない環境だと「テキストファ

イル」で保存しておくことになります。

しかし、テキスト形式で保存する利点

はそんなに多くはありません。投稿内

容を並び替えたり、抽出するだけでも

相当な処理が必要になってきます。

ここで登場するのが「XML」です。

XMLもテキストファイルとして保存さ

れますが、プレーンテキストとは大き

く違う点があります。「保存されている

内容がタグによって構造化されたデー

タ構成になっている」という点です。

これにより、XMLで保存されたデータ
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は、あたかもデータベースに保存され

ているデータであるかのように、並べ

替えや抽出、検索などを行なうことが

できます［注1］。

掲示板システムは、.NET Frame

work SDKを使用して作成します。な

お、Visual Studio .NET（以下VS.NET）

を開発環境として使用すれば、コード

の記述や変更、デバッグも楽にできま

すが、ここではVS.NETの操作方法に

ついては触れません。本稿では、シス

テムを作成する際のポイントとプログ

ラムリストを掲載します。

また、プログラム言語はVB.NETを

使用します。ファイル構成は、以下の

ようになります。

・画面構成ファイル（画面イメージ）：

BoardX.aspx

・プログラムモジュール（画面処理）：

BoardX.aspx.vb

投稿データ

掲示板に投稿するデータは、次の項

目とします。

・ニックネーム（必須入力）

・タイトル（必須入力）

・メッセージ（必須入力）

・投稿日

・投稿ID

ニックネーム、タイトル、メッセー

ジはユーザーによる入力、投稿日と投

稿IDは自動生成とします。

ここでは機能の説明を重視するため、

画面構成はシンプルなものにしていま

す。掲示板画面には、必須入力項目3

点と投稿ボタン、そしてその下に投稿

内容が表示されます（図1）。

では、早速、画面構成ファイル

「BoardX.aspx」のポイントについて見

てゆきましょう。

参照定義

まず画面構成ファイルの最初の行に

は参照定義を記述する必要があります。

<%@ Page language="vb"
Inherits="dotNet.BoardX.Web"
Src="BoardX.aspx.vb" %>

これは画面構成とプログラムモジュ

ールを異なるファイルに作成している

ためです。プログラムの記述に使用す

る言語は「VB（VB.NET）」、参照クラ

スは「dotNet.BoardX.Web」、プログラ

ムモジュールを格納するファイルは

「BoardX.aspx.vb」と定義しています。

投稿内容の入力

次に投稿内容をPOSTするために

FORMタグを記述します。HTMLでは

「<FORM ACTION="">」と記述します

が、ASP.NETでは次のように記述しま

す。

<form runat="server">

「runat="server"」を記述することに

より、FORM内の項目をVB.NETで操

作することが可能になります。

投稿内容の入力には、ASP.NETで拡

張されたTextBoxサーバーコントロー

ルを使用します。以下の例では「30文

字入力幅の単一行の入力エリア（ニッ

クネーム）」が表示されます。

<asp:TextBox id="Nick" Columns="30"
TextMode="SingleLine" runat="server" />

「<asp:」と「runat="server"」が特

徴的な部分です。TextBoxは複数ライ

ンの入力にも対応しているため、Text

Modeの指定をする必要があります。た

だし、単一（1行）入力の場合には無指

定でも問題ありません。

メッセージ入力エリアには、複数行

のメッセージ入力に対応させるために

行と列の指定が含まれます。以下の例

では「60文字5行入力の複数行の入力

エリア」が表示されます。

Web Application with ASP.NET

注1）ここでは、これ以上のXMLの詳細に関して
は割愛しますが、詳細仕様などに興味がある方は、
World Wide Web Consortium（W3C）のWebサイ
ト（http://www.w3.org/）などを参照してください。

図1：掲示板サンプル
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